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第1回
第2回
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第8回
第9回
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第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
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学習・教育目標

４　日本の文化 ４-１　美術・工芸
４-２　漫画

工学専門知識の創造的活用能力の養成
国際的な受信・発信能力の養成

１-３　祝祭日、祭
１-４　歳時記　春・夏・秋・冬

授業目標

授業計画（プログラム授業は原則としてプログラム教員が自由に参観できますが、参観欄に×印がある回は
参観できません。)

２　日本の自然

３-３　札幌・仙台・博多

２-４　温泉
２-５　動物
２-６　植物

３　日本の主要都市

1. 該当する学習・教育目標についての達成度検査を目標達成度試験（リポート）をもって行
2. プログラム教科目の修得と、目標達成度試験の合格を持って当該する学習・教育目標の
達成とする。

サブテーマメインテーマ

前期オリエンテーション

１　日本の季節と暦
前期授業で扱うテーマの紹介と解説

日本の社会と文化について基本的なことがらが理解できる
他の学生の意見を聞いて理解し議論することができる
与えられたテーマについて日本語の作文ができる

後期オリエンテーション

３-１　東京
３-２　名古屋・京都・大阪

後期授業で扱うテーマの紹介と解説

２-３　気候　台風・雪･雨
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産業現場における実務への対応能力と、自覚的に自己研鑽を継続で
きる能力の養成

野澤正信   Nozawa Masanobu

4年留学生

2履修単位

選択

講義

専攻科棟４Ｆゼミ室１

人文・社会科学・語学等

授業の概要(本教科の工学的、社会的あるいは産業的意味)

２-１　主要な山と川

学習・教育目標の達成度検査

１-１　24節気

１-５　季節商品

１-２　十干十二支

工学倫理の自覚と多面的考察力の養成
社会要請に応えられる工学基礎学力の養成

２-２　川・泉の自然見学

日本語

この教科の目的は、留学生が円滑な日常生活を送り、卒業後には日本において十分活躍できるように日本の
社会と文化に関する基礎的な知識を身につけさせることである。授業は、日本の伝統文化から現代社会まで
幅広い問題の中からテーマを選定して、概要を説明し、それをめぐって議論することによって進める。必要に応
じて日本語による表現法について解説する。

準備学習(この授業を受講するときに前提となる知識)

3.目標達成度試験の実施要領は別に定める。



第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回

評価方法：

評価基準：

教科書等

先修科目
関連サイトの
URL
授業アンケー
トへの対応

５-２　歴史施設見学

５-６　昭和・平成時代

評価方法と基準

１年間のまとめ

教科書は使用しない。必要に応じてプリントを配布する。

５-３　鎌倉・室町時代

備考
2.授業参観されるプログラム教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教
員へ連絡してください。

http://user.numazu-ct.ac.jp/~nozawa/nozawahp.htm

５-１　奈良・平安時代

６　日本の政治経済 ６-１　憲法

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検
査に使用することがあります。

良好な評価で、特に指摘されている点はない。
日本のさまざまな事柄について楽しく学べるよう努める。

５-４　江戸時代
５-５　明治・大正時代

サブテーマの１／３ほどのテーマについて４００字の作文の課題を課す。また、授業内で小テストを数回行う。

６-３　株式市場・主要企業
６-２　議会・政党

５　日本の歴史
４-４　音楽・Jポップス
４-３　アニメ・ゲーム

課題

授業内での小テスト、及び４００字の課題作文による評価。

１００点満点で、小テストの評価が５０％、作文の内容と日本語表現力の評価が５０％　60点以上を合格とす
る。

http://user.numazu-ct.ac.jp/~nozawa/nozawahp.htm
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